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は じ め に 

本市教育委員会では、第7次一宮市総合計画で定めている都市将来像｢木曽の清流に

映え、心ふれあう躍動都市 一宮｣の実現に向け、｢個性を生かす教育と文化のまちづ

くり｣を目指し、それぞれ具体的な事務事業に取り組んでいます。 

これらの事務事業を推進するに当たり、各事務事業が効率的に実施されているか、

有効的に行われているかなど随時点検評価していくことが必要であると考えます。加

えて、平成19年6月に「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」が改正され、平

成20年度から毎年、教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行状況について点検

及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、

公表することとなりました。また、点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学

識経験を有する者の知見の活用を図るものとされました。 

こうしたことから、本市教育委員会では、今後の課題や取組みの方向性を明らかに

して、効果的な教育行政の一層の推進を図るとともに、市民の皆様への説明責任を果

たし、信頼される教育委員会を推進するため、昨年度と同様に、平成29年度に実施し

た事業について、学識経験者から意見をいただきながら、点検及び評価を行い、その

結果を報告書にまとめました。 

今後とも、第7次一宮市総合計画に掲げましたまちづくりの実現に向け、こうした

点検及び評価の結果を教育行政の充実推進に活かしてまいりたいと存じますので、皆

様のご理解ご協力をよろしくお願い申し上げます。 

平成30年12月 

一宮市教育委員会 
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Ⅰ 点検・評価制度の概要 

１．経緯 

平成18年12月の教育基本法の改正及び平成19年3月の中央教育審議会の答申

等を踏まえ、平成19年6月に地方教育行政の組織及び運営に関する法律（以下「地

教行法」という。）が改正され、平成20年4月から施行されました。今般、地教

行法の改正目的である「教育委員会の責任体制の明確化」の一つとして、同法

第26条の規定に基づき、教育委員会が毎年その権限に属する事務の管理及び執

行の状況の点検及び評価（以下「点検・評価」という。）を行うことが義務付

けられたことに伴い実施するものです。 

２．目的 

事務の点検・評価は、地教行法第26条の規定に基づき、教育委員会が、教育

に関する事務の管理及び執行状況を点検・評価することにより、効果的な教育

行政の推進に資するとともに、市民への説明責任を果たすことを目的としてい

ます。 

３．学識経験者の知見の活用 

地教行法第26条第2項の規定による学識経験を有する者の知見の活用につい

ては、教育委員会事務局が点検・評価（自己評価）を行い、その結果について

評価員会議を開催（2回）し、3名の学識経験者に意見をいただきました。 

 学識経験者 

・岐阜聖徳学園大学  名誉教授 今川 峰子 

・修文大学短期大学部   教授 三沢 建一 

・修文大学       准教授 佐々木 政司 

 評価員会議開催日時 

・第1回評価員会議：平成30年 8月27日（月）午後2時～ 

各課選定事業について説明 

・第2回評価員会議：平成30年10月30日（火）午後2時～ 

各課選定事業の外部評価実施 

４．選定事業及び点検・評価 

点検・評価の対象事業は、前年度である平成29年度の事業とし、その対象範

囲は、一宮市教育委員会の権限に属する諸事業のうち、「個性を生かす教育と文

化のまちづくり」等を構成する88事業の中から、各課で選定した22重点事業に

ついて点検・評価を実施しました。 
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事業の点検・評価に当たっては、まず各課が事業点検・評価（自己評価）を

行い、その後、評価等の客観性を確保するため、評価員会議において、学識経

験を有する者が、対象事業の評価（外部評価）を行いました。 

 点検・評価の結果の構成は、次のとおりです。 

・教育委員会による点検・評価（自己評価） 

＜事業の目的＞ 

＜取組状況（前年度数値）＞ 

＜改善・変更点＞ 

＜実績評価（妥当性・有効性・効率性）＞ 

＜今後の課題・取組みの方向性＞ 

・学識経験者による評価（外部評価） 

＜評価員評価＞ 

５．本報告書について 

この報告書は、市議会へ提出するとともに、ウェブサイトで公表します。 

《参考》

地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抜粋）

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等）

第26条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第1項の規定により 

教育長に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第3項の規定 

により事務局職員等に委任された事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の 

状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを 

議会に提出するとともに、公表しなければならない。 

2 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経 

験を有する者の知見の活用を図るものとする。

Ⅱ 点検・評価の結果 

事業ごとの結果は、次のとおりです。 
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教育委員会事務点検評価シート 

Plan⑤ 未来の人財を育てる「施策26 特色ある教育活動を実施します」 

№ 事  業  名 課  名 

1 教師力向上のための連携推進事業 学校教育課 

事 業 の 目 的

経験の少ない教師を対象に指導力向上講座を開設し、教師の指導力向上を図ります。 

取 組 状 況 ( 前 年 度 数 値 )

教職少経験者を対象に教育実践講座を実施し、448(379)人の教師が研修に参加しました。 

各研修では、講義から学習内容の基礎基本を定着させる手だてを学び、シミュレーション授業の実施や

模範授業の参観を通して具体的な指導法を身に付けるなど、多角的な教師力の向上を図っています。 

〇各教育実践講座の内訳について［人数は延べ］ 

（１）理科   実施回数16(35)回【小学校8(14)、中学校8(21)】 受講者数 87(161)人 

（２）国語   実施回数 6(6)回【小学校3(6)、中学校3】     受講者数  51(78)人 

（３）英語   実施回数 4(9)回【小中合同4(中学校9)】      受講者数  16(72)人 

（４）算数数学  実施回数13(14)回【小学校4(7)、中学校9(7)】    受講者数 100(63)人 

（５）社会      実施回数     7回【小学校4、中学校3】          受講者数    68人 

（６）図工美術 実施回数     3回【小学校1、中学校2】          受講者数    34人 

（７）音楽      実施回数     2回【小学校1、中学校1】          受講者数    16人 

（８）技術      実施回数 2(1)回【中学校2(1)】       受講者数   14(5)人 

（９）家庭      実施回数     1回【小中合同1】        受講者数     9人 

（10）情報   実施回数     5回【小学校3、中学校2】      受講者数    53人 

決算額 620千円（690千円） 

改 善 ・ 変 更 点 

平成29年度は実践講座の開催を5教科から9教科と情報教育1講座を増やし、受講者数も増えて教師

がより多面的な指導力を身に付けられるようになりました。 

実 績 評 価 

経験の少ない教師が急増しており、指導力向上は急務です。1 年間を通し継続して研修を実施し、これ

からの一宮市の教育を背負って立つ経験年数の少ない教師が、この事業を通して教科の特性を学び教師

力を向上させることができました。 

妥当性 
教職経験10年以下の市内の教師の割合は56％であり、ベテラン教師と同様に担任や教科担任

として子どもたちへ関わるため、少経験者の教師力を高める研修は必要です。 

有効性 
子どもたちが「分かる・できる・身につく授業」を目標に、優れた具体的な指導法を各教科の

研修で学び、実際の授業場面で活用することができます。 

効率性 
研修受講者は毎年増加しておりコスト低減は困難ですが、事務改善などにより効率的な事業運

営に努めています。 

今 後 の 課 題 ・ 取 組 み の 方 向 性 

現在最も割合の高い教職経験 10 年以下の層が、徐々に中堅層へと移行していきます。少経験者ととも

に中堅教師の研究と修養の機会を確保し、切れ目の無い教師力の向上を図るため、研修内容を発展的に

変更していく必要があります。今後は、少経験者だけでなく中堅層以降にも目を向けた研修内容を加え

るとともに、教師資質の確保のための研修をさらに実施していきます。 

評 価 員 評 価 

経験の少ない教師の割合が高くなり、教員研修を推進することは喫緊の課題です。今後も、分かる・で

きる・身につく、そして自ら探究する授業を目指し、研修事業を充実させていただきたい。 
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教育委員会事務点検評価シート 

Plan⑤ 未来の人財を育てる「施策26 特色ある教育活動を実施します」 

№ 事  業  名 課  名 

2 「ふれあい・潤い空間づくり」事業 学校教育課 

事 業 の 目 的

児童生徒の発想やアイデアに基づいて、学校が企画した「ふれあい･潤い空間」としての、ビオトープ・

芝生広場等、潤いのある空間（憩いの広場）づくりを行います。地域や児童生徒の特色を生かした地域

に誇れるような学校づくりをし、活動を通して児童生徒の豊かな人間性の育成と学校の一層の活性化を

図ることを目指します。 

取 組 状 況 ( 前 年 度 数 値 )

○西成東小学校 

東っ子トープ広場（ビオトープ）を作り、その周辺環境の整備（テーブル、ベンチの設置）を実施し

ました。 

決算額 300千円 

○木曽川東小学校 

校庭の一部を整地し、花壇や児童通路を新しく設置し、児童や保護者が利用しやすい広場づくりを実

施しました。 

決算額 300千円 

改 善 ・ 変 更 点 

なし 

実 績 評 価 

自然に親しみ、自然の中で見たり聞いたり触れたりすることは、子どもたちの豊かな心を育むためには

必要不可欠なことです。この事業により、現在 22 校がビオトープや憩いの広場、花壇、学年園などを

整備することができ、潤いのある空間を備えた学校となりました。 

妥当性 
児童生徒の豊かな人間性を育み、学校の活性化を図るため、「ふれあい･潤い空間づくり」は妥

当な事業です。 

有効性 
学校は地域の方々が集い、地域行事などの様々な活動を行うところです。潤いのある空間で子

どもたちが地域の方々とふれあい、活動することは豊かな心を育むことにつながります。 

効率性 
設置後も潤いのある空間を維持していくことが大切です。さらに、まだ整備されていない小学

校があるため事業の縮小は困難ですが、今後も効率的に事業を継続していきます。 

今 後 の 課 題 ・ 取 組 み の 方 向 性 

拡充だけでなく、ビオトープや憩いの広場などは設置後も潤いのある状態を維持していく必要があり、

適正な管理を継続していくことも課題です。また、子どもたちが安全に自然に親しむことができるビオ

トープや憩いの広場など、潤いのある空間をさらに拡充することが望まれます。 

評 価 員 評 価 

学校が地域と協力し、ビオトープ・芝生広場等、潤いのある空間（憩いの広場）づくりを進めることは、

子どもたちが自然に親しみ、自然から学び、豊かな心を育む上で大変重要な事業であります。設置後は

維持管理にも留意し、今後も子どもたちが安全に自然に親しむことができるビオトープや憩いの広場な

どの拡充に努めていただきたい。 

- 4 -



教育委員会事務点検評価シート 

Plan⑤ 未来の人財を育てる「施策26 特色ある教育活動を実施します」 

№ 事  業  名 課  名 

3 いちのみや夢人材育成事業 学校教育課 

事 業 の 目 的

将来の一宮市の発展を担い、日本や世界で活躍できる人材を育成することはたいへん重要です。そのた

め、市内在住の中学生を対象として、平成29年度より、4つの取組からなる本事業を実施し、将来の人

材育成を行います。 

取 組 状 況 ( 前 年 度 数 値 )

○中学生いちのみや「夢サミット」 ※ 平成29年度より実施 
平成 29 年度に市内の中学生が市長・市議会議員・市職員・教育委員・青年会議所理事長などと一宮
市の未来像について意見交換することで、これからの一宮市の未来を担う人材を育成するために実施
しました。 

 ・参加者数 60人[3人×20校]  ・決算額 55千円
○中学生と市長の「夢トーク」 
市長が中学校を訪問し、中学生と一宮市の「今」、中学生の「今」について意見交換することで、郷
土を愛し、誇りに思う心の育成のために実施しました。 

 ・参加者数 1,730人（1,730人） ・決算額 10千円（10千円） 
○中学生海外派遣 
一宮市中学生海外派遣事業を廃止し、平成 29 年度より本事業を実施しています。一宮市の友好都市
であるトレビーゾとの友好親善、国際交流を行うことで、国際的視野を身に付けた人材を育成するた
めに実施しています。帰国後に報告会を行い、成果を市民に報告しました。 

 ・派遣者数 16人（24人）    ・決算額 9,635 千円（14,156千円）
○プラチナ未来人財育成塾派遣 ※ 平成29年度より実施 
平成 29 年度よりプラチナ構想ネットワークが開催するプラチナ未来人財育成塾へ派遣し、全国から
集まる中学生とともに、世界の中の日本、日本の中の愛知・一宮について考えることで、一宮市の将
来を担う人材を育成するために実施しました。中学生海外派遣と同時開催で報告会を行い、成果を市
民に報告しました。 

 ・派遣者数 3人         ・決算額 306千円 

改 善 ・ 変 更 点 

H29 より「一宮市中学生ディベート大会」を廃止して「夢サミット」を実施しました。 

H29 より新たに「プラチナ未来人財育成塾派遣」を実施しました。 

実 績 評 価 

将来の一宮市の発展を担い、日本や世界で活躍できる人材を育成することをねらいとして、4 つの取組

を一本化して進めることができました。 

妥当性 
4つの特色ある取組は、多くの中学生に今後の日本や一宮市をよりよくしようという意欲を育

てるのに必要です。 

有効性 
様々な人達と意見交換や交流したりすることで多様な視点を持って日本や一宮につい

て考えることができ、一宮市の将来を担う人材を育成することにつながります。 

効率性 
本事業を実施することで、日本や世界で活躍できる人材を育成することができます。また、

予算面では一宮市中学生ディベート大会を廃止し、中学生いちのみや「夢サミット」に

変更することによって 173,134 円削減しました。 

今 後 の 課 題 ・ 取 組 み の 方 向 性 

本事業の4つの取組である「中学生いちのみや『夢サミット』」、「中学生と市長の『夢トーク』」、「中学

生海外派遣」、「プラチナ未来人財育成塾派遣」が、有益な人材育成のための効果的な活動となるように

今後も工夫する必要があります。また、広く児童生徒や市民に本事業の活動を知らせるよう努めます。

評 価 員 評 価 

本事業は、郷土を愛し、一宮市の発展を担い、日本や世界で活躍する人材を育成するためのたい

へん重要な事業です。さらに多くの中学生が参加できるように一層推進していただきたい。 
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教育委員会事務点検評価シート 

Plan⑤ 未来の人財を育てる「施策26 特色ある教育活動を実施します」 

№ 事  業  名 課  名 

4 キャリア教育推進事業 学校教育課 

事 業 の 目 的

児童生徒の自分らしい生き方・夢の実現に向け、社会的・職業的自立に必要な能力や態度などを育成し

ます。 

取 組 状 況 ( 前 年 度 数 値 )

【 中学校での取組 】             【 小学校での取組 】 ※ 平成29年度より実施 

○キャリアスクールプロジェクト実施中学校   ○キャリアスクールプロジェクト実施小学校 

市立中学校全19校、320クラス、11,087人    市立小学校1校、12クラス、308人 

（全19校、325クラス、11,196人）  ○活動実施期間・・・7月～11月 

○活動実施期間・・・6月～2月         ○学校の取組 

○各学校の取組                 地域の社会人・職業人の話を聞く講演会（講師）、

１年 職業調べ、地域の社会人・職業人の話を  学んだことを発表する活動 など 

聞く講演会（講師）            ・学校に招いた職業人の数 8人 

・学校に招いた職業人の数 161人（123人）  決算額 133千円 

２年 マナー講座（講師）、職場体験活動 

・職場体験生徒数  3,893人（3,985人） 

・職場体験事業所数 1,039事業所（1,035事業所） 

３年 進路学習 

決算額 2,835千円（2,856千円） 

改 善 ・ 変 更 点 

平成 29 年度は、小学校でのキャリア教育について、愛知県より研究指定を受け、小学校から中学校へ

つながりをもった系統的なキャリア教育の進め方を探るため、赤見小学校1校が「キャリアスクールプ

ロジェクト（小学校）」に取り組みました。 

実 績 評 価 

小学生の頃から職業について考える場をもち、中学生になって、職場体験学習などで様々な職業につい

て考える機会を得たことで、働く目的やそのやりがい、働くことの大切さを感じることができました。

また、社会に出て働く上で必要な挨拶やマナー、年長者とのコミュニケーションを通して、これからの

自分の生き方について考えることができました。 

妥当性 
子どもたちが、未来に希望をもち、将来の職業だけでなく、生き方について考える活動となっ

ています。 

有効性 
将来につながる職業観・勤労観を育成することで、将来一宮市を支える人材育成の取り組みに

なっています。 

効率性 
職場体験だけでなく、地域の社会人・職業人を講師として招き、話を聞く活動も増えてきてお

り、コスト低減は困難ですが、効率性は上がっています。 

今 後 の 課 題 ・ 取 組 み の 方 向 性 

講演会の講師としてふさわしい地域の社会人・職業人を探すことや、職場体験を受け入れてもらえる事

業所の確保が困難です。市内の講師リストや、職場体験受入業者のリストなどを作成していくとともに、

様々な業種の講師や、職場体験を受け入れる事業所の数を増やしていく必要があります。 

評 価 員 評 価 

夢や希望をもてない子どもたちが増えていると言われる中、子どもたちが社会的・職業的自立に向け、

自らの力で生き方を選択していくことができる知識や能力、態度を育成していくためにキャリア教育の

推進は不可欠です。本事業は、子どもたちが地域の社会人・職業人とふれあい、子どもたちを地域ぐる

みで支える活動としても有効な取組です。今後もキャリア教育の充実、地域の人材育成のためにも事業

を続けていただきたい。 
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教育委員会事務点検評価シート 

Plan⑤ 未来の人財を育てる「施策26 特色ある教育活動を実施します」 

№ 事  業  名 課  名 

5 運動に親しむ機会の充実事業 学校教育課 

事 業 の 目 的

子どもたちの健やかな体づくりのため、小学校では選手権大会、中学校では選手権大会・総合体育大会・

新人体育大会等を実施したり、市や体育協会が主催する大会への参加を呼びかけたりして、様々な運動

に親しむ機会を設けます。 

取 組 状 況 ( 前 年 度 数 値 )

○小学生：選手権大会 [陸上・水泳・サッカー・ミニバスケットボール]を実施しました。 

・一宮市小学校陸上選手権大会     市内小学生出場登録者数 760名（※） 

・一宮市小学校水泳選手権大会     市内小学生出場登録者数 385名 

・一宮市小学校サッカー選手権大会   市内小学生出場登録者数 656名 

・一宮市小学校ﾐﾆﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ選手権大会 市内小学生出場登録者数 615名 

○中学生：選手権大会[6競技]、総合体育大会[14競技]、新人体育大会[12競技]を実施しました。 

・一宮市中学校選手権大会       市内中学生出場登録者数2,231名 

・一宮市中学校総合体育大会 [陸上競技] 市内中学生出場登録者数1,040名 

・一宮市中学校総合体育大会 [相撲]   市内中学生出場登録者数 152名 

・一宮市中学校総合体育大会      市内中学生出場登録者数4,185名 

・一宮市中学校新人体育大会      市内中学生出場登録者数3,937名 

  ※ 出場のための登録者数は決められているため、小学生・中学生ともに前年度と全て同数 

○指導者の審判技術を向上させる研修会を開催しました。 

決算額 10,281千円（10,753千円） 

○タワーパークマラソンなど市や体育協会が主催する市民大会への参加を呼びかけました。 

・タワーパークマラソン 小中学生1,987名（2,591名） 

・市民ロードレース大会 小中学生1,316名（1,524名） 

改 善 ・ 変 更 点 

なし 

実 績 評 価 

小学校、中学校ともに各大会は予定通り開催することができました。また、タワーパークマラソンなど

市や体育協会が主催する市民大会で多くの参加がありました。 

講習会により審判技術の向上を図ることができました。 

妥当性 
体力低下が問題視され、運動する機会・時間が減少し、指導者の力量低下が心配される中で、

体力づくりや運動の機会を広げるために指導技術や審判法を学ぶことは必要です。 

有効性 毎年多くの参加者があり、児童生徒の体力向上を図るために有効な事業です。

効率性 
児童生徒が安心して活動でき、安全に大会が運営されるために会場の確保や各種物品の購入が

必要です。なお、今後児童数・部活動数の減少から大会規模が縮小する可能性があります。 

今 後 の 課 題 ・ 取 組 み の 方 向 性 

小中学生が運動に親しむ機会や運動時間の減少が問題視されている中、より多くの子どもが継続して運

動に親しむことができるよう、その機会を設ける必要があります。子どもたちの健やかな体づくりを進

め、運動への関心を高めるため、本事業を継続して実施していきます。 

評 価 員 評 価 

小中学生を対象として様々な場を設定し、運動に親しむ機会を設けることは、大変意義のある取組であ

ります。運動に親しみ、意欲的に取り組む小中学生が増えるように指導者の力量も高めていただきたい。
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教育委員会事務点検評価シート 

Plan⑤ 未来の人財を育てる「施策26 特色ある教育活動を実施します」 

№ 事  業  名 課  名 

6 いじめ対策推進事業 学校教育課 

事 業 の 目 的

児童生徒が学校生活を不安なく楽しく送ることができるよう、いじめの発生を減少させるために、学校

教育課が中心となり、各校のいじめ対策を進めることを目指します。 

取 組 状 況 ( 前 年 度 数 値 )

「いじめ等対策主任者会」や「いじめ対策研修会」等を開催し、各校にいじめ対策への取組の充実を働

きかけています。市や各校の取組をまとめた研究収録を作成し、各校に配付もしています。 

○いじめ等対策主任者会（年2回）       ○夏季集中研修講座 いじめ対策研修会 

・日時 第1回 平成29年 5月26日      ・日時 平成29年8月8日 

第2回 平成29年11月24日      ・場所 尾西生涯学習センター 

・場所 一宮市教育センター          ・参加者数 55人（61人） 

・参加者数 61人（61人）          〇研究収録の作成 

○いじめ対策協議会（年2回）           ・内容 いじめ対応に関してのアンケート結果

・日時 第1回 平成29年6月27日                  や市のいじめ対策の取組のまとめ 

第2回 平成30年2月 9日             ・作成部数 200部（220部） 

・場所 一宮市役所本庁舎 

・参加者数 18人（18人） 

決算額 322千円（555千円） 

改 善 ・ 変 更 点 

研修会を年2回から年1回に減らし、講師謝礼の見直し、活動報告書の内容の精選を行いました。また、

いじめの未然防止につながるアサーショントレーニング（自他を尊重した自己主張）の研修を2回実施

しました（「いじめ等対策主任者会」と「いじめ対策研修会」）。 

実 績 評 価 

いじめ問題の対策事業は不登校対策にもつながる大切な事業です。主任者会、研修会に参加した教員は

自校で伝達講習を実施し、他の教員にも研修内容を広めるよう工夫しました。 

妥当性 
児童生徒が学校生活を不安なく楽しく送るために、各校のいじめ対策について協議したり、人

間関係力を高める研修をしたりすることは、いじめ対策推進に必要です。 

有効性 
いじめ等対策主任者会、研修会、協議会で、いじめ対策の諸課題について話し合うことは、各

校のいじめ対策の推進につながります。 

効率性 
研修会の講師を市教育センターに依頼したり、活動報告書の一部を冊子ではなく、データ配信

したりすることで予算削減をしました。 

今 後 の 課 題 ・ 取 組 み の 方 向 性 

各校で、いじめ対策の基本となる「いじめの未然防止・早期発見・早期対応」ができるよう、研修会を

開催します。また、教職員全体の連携・いじめ防止への意識の向上、保護者や地域の方々にも理解、協

力していただけるよう、安心・安全な学校をつくっていくことをねらいとした広報紙の発行や学校 Web

ページへの掲載を進めていきます。 

評 価 員 評 価 

楽しく、安心して児童生徒が登校できる学校づくりを行うためにも、いじめ問題の解消を目指すいじめ

対策推進事業は重要であります。今後もいじめに関する学校内の教員間の情報交換を密にし、学校全体

でいじめをなくすような取組を推進するとともに、いじめの未然防止を学校・地域だけでなく、関係機

関との連携も図りながら、事業の運営に努めていただきたい。 
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教育委員会事務点検評価シート 

Plan⑤ 未来の人財を育てる「施策26 特色ある教育活動を実施します」 

№ 事  業  名 課  名 

7 教育支援センター運営事業 学校教育課 

事 業 の 目 的

一宮市内4つの教育支援センターに指導員を配置し、不登校児童生徒に対する学習・生活指導を通して

学校復帰を図り、また不登校に悩む保護者の電話相談や面談相談を行います。 

取 組 状 況 ( 前 年 度 数 値 )

○4つの教育支援センターに指導員を17人配置し、不登校児童生徒の指導にあたりました。 

・サンシャイン138北指導員  男性3名、女性3名（男性3名、女性2名） 

・サンシャイン138南指導員  男性3名、女性1名（男性3名、女性1名） 

・ふれあい教室指導員     男性2名、女性１名（男性2名、女性１名） 

・ほっとルーム☆きらら指導員 男性2名、女性2名（男性3名、女性1名） 

○指導員の力量向上のために、研修会と情報交換会を実施しました。 

 ・指導員研修会 年2回（年2回） 講師1名 参加者数 各回8名（各回8名） 

 ・教育支援センター情報交換会 年10回（年10回） 参加者数 各回4名（各回4名） 

○在籍児童生徒の理解を深めるために、「親の会」を実施しました。 

 ・長期休業（夏期・冬期）中の年2回（年2回） 

決算額 5,372千円（5,519千円） 

改 善 ・ 変 更 点 

なし 

実 績 評 価 

平成29年度に教育支援センターに在籍した児童生徒は体験を含めて58人で、15人の児童生徒が登校で

きるようになりました。また、中学校 3 年生は、体験のみの生徒を含んで 18 人全員が高等学校等に進

学することができました。相談活動としては、1年間の電話相談に1,317件、来室相談に969件対応す

ることができました。 

妥当性 

一宮市の不登校児童生徒の発生率は、増加傾向（小H28:0.79%, H29:0.83%、中H28:4.30%,H29:

中4.79%）にあり、不登校児童生徒を一人でも減らすために教育支援センターにおける活動や

会議は不登校対策推進のために必要です。 

有効性 
年々、不登校児童生徒数が増加する中、それに伴い、通室児童生徒も多くなっているため、教

育支援センターは不登校児童生徒の心の居場所になっています。 

効率性 
通室児童生徒や不登校に関する来室相談・電話相談の件数が多くなっており、事業縮小は困難

ですが、効率的な事業運営に努めています。 

今 後 の 課 題 ・ 取 組 み の 方 向 性 

各小中学校からの月例報告書によると不登校児童生徒は減少していません。こうした児童生徒を受け入

れるための施設を充実させることや適応指導を行うことのできる経験豊かな人材を確保する必要があ

ります。今後も一人でも多くの不登校児童生徒を学校復帰や社会へつなげることができるよう支援方法

の工夫に努めていきます。 

評 価 員 評 価 

不登校対策は喫緊の課題であり、不登校児童生徒の居場所づくりの施設として支援していただくことは

もちろん、生徒の特性に配慮して、特に中学から高校または専門学校等への進路指導を充実していただ

きたい。 
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教育委員会事務点検評価シート 

Plan⑤ 未来の人財を育てる「施策26 特色ある教育活動を実施します」 

№ 事  業  名 課  名 

8 心の教室相談員配置事業 学校教育課 

事 業 の 目 的

全中学校に心の教室相談員を配置し、生徒、保護者への相談活動を行い、教員とは違う立場の第三者的

な存在として悩みや問題を拾い上げ、教員やスクールカウンセラーにつなげます。また、教育支援セン

ターにもサンフレンズ（相談員）を配置し、センターに通う児童生徒の自立を心の面から支援します。

取 組 状 況 ( 前 年 度 数 値 )

全中学校に配置している心の教室相談員は概ね週3日勤務し、生徒、保護者への相談活動を行いました。

また、教育支援センター（市内4箇所）でサンフレンズ（相談員）として児童生徒の支援を行いました。

〇中学校相談員 

 ・相 談 員 数     23名（24名） 

  ・相談時間合計 10,030時間（10,030時間） 

・相 談 件 数   9,603件（8,819件）<内不登校相談件数 2,340件（2,339件）> 

 〇サンフレンズ（相談員） 

  ・相 談 員 数      4名（4名） 

  ・相談時間合計   960時間（960時間） 

決算額 10,467千円（10,657千円） 

改 善 ・ 変 更 点 

平成29年度より、運営費を各中学校10千円減額しました。 

実 績 評 価 

中学校相談員においては相談件数が平成28年度に比べ784件増え、9,603件となりました。特に、不登

校の相談件数は毎年一番多く、生徒や保護者の相談を受け、教員につなぎながら、校内で連携した取組

ができました。サンフレンズにおいては、教育支援センターに通う児童生徒の支援をベテラン相談員と

協力をしながら行い、児童生徒の居場所作りに努めました。 

妥当性 
いじめや不登校等が大きな社会問題となっており、複雑化する社会や家庭環境の中で児童生徒

の不安、ストレスが大きく、悩みを抱えている現状があり、当事業は必要です。 

有効性 
年々、不登校児童生徒数が増加する中、それに伴い不登校に関する相談件数も多く、不登校児

童生徒や保護者の支援のニーズは高まっています。 

効率性 
運営費を見直し各中学校10千円の減額はしたものの、相談活動のニーズが高い中、謝金の減

額は困難です。 

今 後 の 課 題 ・ 取 組 み の 方 向 性 

学校には、心の教室相談員のほかに、県のスクールカウンセラー、市のスクールカウンセラー、学校に

よってはスクールソーシャルワーカーが配置されており、組織的な取組の必要があります。各学校で、

情報共有や対応の方向性の共通理解を図るなど組織的な取組となるように、各学校に指導するととも

に、本事業を継続し、研修内容の充実に努めていきます。 

評 価 員 評 価 

本事業は、児童生徒の悩みや問題に対して、早期対応、早期解決をしたり、不登校児童生徒が引きこも

りにならないようにしたりする上で大変重要な事業であります。今後も児童生徒が安心、安全に学校生

活が送れることや、不登校児童生徒の居場所作りに努めていただきたい。 
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教育委員会事務点検評価シート 

№ 事  業  名 課  名 

9 学校給食啓発事業 学校給食課 

事 業 の 目 的

児童生徒や教職員、保護者、地域住民の学校給食への関心を高めるとともに、学校給食の意義や役割に

ついて理解を深めることを目指します。 

取 組 状 況 ( 前 年 度 数 値 )

○給食試食会の実施 

・回数、参加者 110回（98回）、3,213人（3,178人） 

○給食だよりの発行 6月、11月、1月 

○学校給食週間記念事業（市長、教育委員と児童の給食交歓会）の実施 

・実施日、会場等 平成30年1月30日、小信中島小学校6年1組～3組 

○学校給食「あったらいいな！こんな給食」の献立募集 

・対象 小学5・6年生、中学生 

・応募 4,124点（4,383点）<入賞20点（20点）、入選20点（20点）> 

○夏休み親子料理教室の開催 

・実施日、会場 平成29年7月28日、尾西生涯学習センター・千秋公民館・開明公民館 

・参加者 小学4年～中学3年の市内在住の親子25組51人（36組76人） 

○セレクト給食の実施 各学期に1回ずつ実施 

○地場産物を食材とした学校給食の実施 

・愛知を食べる学校給食の日 6月、11月 

・一宮を食べる学校給食の日 12月、2月 

決算額 53千円（65千円） 

改 善 ・ 変 更 点 

「一宮を食べる学校給食の日」を平成29年度から1回増やし、年2回としました。 

実 績 評 価 

児童生徒及びその保護者に対して学校給食の意義や役割についての理解を深めることができました。 

妥当性 
学校給食を通じ、児童生徒の心身の健全な発達と望ましい食習慣を身につけることができるよ

うに、児童生徒及びその保護者等に対して啓発事業を実施することは妥当です。 

有効性 
児童生徒が食への関心を高めたり、バランスのとれた食事の重要性を理解することや、保護

者・地域住民が旬の食材や地場産物の使用など、学校給食の現状を知るために有効な事業です。

効率性 
栄養教諭等が講師となって講座を開催することや、会場を学校や公共施設とする等、経費節減

を図り、効率的に実施・運営しています。 

今 後 の 課 題 ・ 取 組 み の 方 向 性 

学校給食を通じて望ましい食習慣や食生活のマナーを身につけるとともに、地場産物の使用により地域

の産物に対する理解を深め、地域に伝わる食文化に触れることによって、より豊かな食生活を目指して、

今後も継続的に啓発事業を実施していきます。 

評 価 員 評 価 

児童生徒や教職員、保護者、地域住民が、学校給食の現状を知るとともに生きた教材として、バランス

のとれた食習慣や地場産物、地域に伝わる食文化を知ることは大切な事業です。今後も、学校給食啓発

事業を積極的に実施し、食育の推進に努めていただきたい。 
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教育委員会事務点検評価シート 

Plan⑤ 未来の人材を育てる「施策27 する・みる・ささえるスポーツ活動を支援します」 

№ 事  業  名 課  名 

10 一宮スポーツ文化センター等指定管理事業 教育指定管理課 

事 業 の 目 的

一宮スポーツ文化センター及び一宮市スケート場は、市民の文化及び体育の向上に資することを目的と

して設置された施設で、その管理について、民間事業者による指定管理者制度を導入し、経費の節減と

利用者サービスの向上を図ります。 

取 組 状 況 ( 前 年 度 数 値 )

○施設利用状況 

・スポーツ文化センター 利用者数 624,952人（622,007人） 

・スケート場      利用者数  43,540人（ 43,626人） 

○自主事業 

・スポーツ文化センター 体育教室 参加者数 23,238人（22,196人） 

文化教室 参加者数 10,179人（ 9,910人） 

単発教室 参加者数  9,029人（ 8,344人） 

・スケート場           参加者数  6,114人（ 6,933人） 

決算額 ・指定管理料 60,834千円（56,951千円） 

・還元金     993千円（  807千円） 

改 善 ・ 変 更 点

老朽化（平成6年購入）等により利用者からの要望が多かったスケート場の製氷車の更新を行いました。

また、利便性の向上を図るため、和式から洋式便器への改修、多目的トイレの扉のスライド式化、温水

洗浄便座の設置などのトイレ改修工事や、交通系電子マネーの決済機能の導入を行いました。 

実 績 評 価 

公募により選ばれた民間事業者が管理を行い、民間のノウハウや専門知識を十分に発揮させ、管理経費

を低く抑えながら、サービス向上を図りました。その結果、施設利用者、自主事業参加者ともに増加さ

せることができました。また、実績評価委員会を四半期ごとに開催して、管理業務の達成度が指定管理

者の提案内容どおり達成されていることを確認しました。 

妥当性 
利用者の要望に常に耳を傾け、満足度を高めるために事業の見直しなどを行うことにより、利

用件数及び利用者数の増加につなげています。 

有効性 
指定管理者は協定や事業計画に基づいて事業を行い、その成果を着実に伸ばしており、その業

務内容は適切です。 

効率性 
民間事業者のノウハウ・知識に加えて過去に指定管理を行った経験を生かし、コストの低減が

図られています。 

今 後 の 課 題 ・ 取 組 み の 方 向 性 

現在の指定管理者は、平成29年度から新たに2期目の指定管理期間に入りました。その経験を生かし、

市民のより身近で親しまれる施設となるべく、利用者の新たなニーズに応えつつ、その満足度を高める

とともに、施設の管理及び運営が充実するよう指導助言を行っていきます。 

また、スケート場については、新規の利用者の確保に向けての各種イベントや教室事業の実施など、利

用者の増加に向けて協議を行っていきます。 

評 価 員 評 価 

事業の目的を達成するために、市民ニーズに効果的・効率的に対応することができる指定管理制度は適

切であります。公共施設としての制約を踏まえつつ、過去からの経験に加え民間のノウハウを活用する

ことで、利用者数の増加、施設の活性化を実現し、利用者の満足度が向上するよう努めていただきたい。
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教育委員会事務点検評価シート 

№ 事  業  名 課  名 

11 図書館資料提供事業 図書館事務局 

事 業 の 目 的

図書館は、図書・記録・その他必要な資料を収集・整理・保存し、利用者に知識や情報として提供する

ことで、教養・調査研究・レクリエーション等に資することを目的とする施設で、生涯学習の機会と場

を提供します。 

取 組 状 況 ( 前 年 度 数 値 )

○蔵書点数 1,158,383点（1,132,198点） 

○貸出点数 2,982,542点（2,997,487点） 

○貸出者数  868,176人（ 872,268人） 

○予約点数  292,690点（ 288,623点） 

○相互貸借    890点（  1,000点） 

○来館者数 ・中央図書館      991,308人（993,190人） 

・尾西図書館      204,670人（207,402人） 

      ・玉堂記念木曽川図書館 142,381人（152,450人） 

・子ども文化広場図書館 104,757人（105,828人） 

決算額 ・図書購入費  81,421千円（81,247千円） 

    ・視聴覚購入費  9,736千円（ 9,959千円） 

改 善 ・ 変 更 点 

電子書籍の貸出を開始し、蔵書点数を増やしました。また、利用促進のＰＲのために「電子書籍体験会」

を開催しました。 

実 績 評 価 

貸出点数・貸出者数は、前年度より若干減少しましたが、多くの方に利用されています。また、利用者

ニーズの高まりから予約点数は増加しました。さらに、音声や動画なども再生できる電子書籍を蔵書に

加えることによって、障害のある方や高齢者、図書館に来館することが困難な利用者にも資料を提供す

ることが可能となりました。 

妥当性 
利用者が知識や教養を高めるために、学習の機会や場の充実が求められており、高いニーズが

あります。 

有効性 
図書館が所蔵する資料はもちろん、所蔵していない資料も他県・他市の図書館等から取り寄せ

て提供することにより、幅広い年齢層の利用者の学習意欲の向上につながります。 

効率性 
限られた予算の中で、幅広い年齢層の多様なニーズに対応した資料の収集や電子書籍の充実に

努めており、効率性は適切です。 

今 後 の 課 題 ・ 取 組 み の 方 向 性 

児童サービス、ビジネス支援サービス、多文化サービス、障害者サービスなど多様なサービスの充実の

ため、関係資料・情報の収集と提供に努め、生涯学習の機会と場の充実を図っていきます。また、いつ

でも、どこでも、誰もが利用できる電子書籍を増やすとともに、利用促進のためのＰＲに努めます。 

さらに、魅力的な蔵書を構築するために、資料を収集・保存するだけでなく、定期的に除架を行う必要

があります。 

評 価 員 評 価 

図書館は生涯学習の拠点施設として、乳幼児から高齢者まで気兼ねなく利用できる極めて重要な社会教

育施設であります。今後も資料の収集・整理・保存に努め、必要とする利用者に提供する資料を充実さ

せ、学習の機会と場の充実を図ることで生涯学習の支援に努めていただきたい。 
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教育委員会事務点検評価シート 

Plan⑤ 未来の人材を育てる「施策27 する・みる・ささえるスポーツ活動を支援します」 

№ 事  業  名 課  名 

12 ウォーキング講習会開催事業 スポーツ課 

事 業 の 目 的

講習会及びウォーキングを開催することにより、市民の健康維持・増進を目的とし、ウォーキングに必

要な知識を身につけます。 

取 組 状 況 ( 前 年 度 数 値 )

市内在住（学生除く）、在勤でウォーキングに関心があり、体力に自信のある方を対象に、ウォーキン

グ講習会を開催しました。 

〇開催日 平成29年11月11日（土） 

〇参加者 27人（30人） 

〇場 所 21世紀の森 蕪山ショートカットコース（約6km） 

決算額 0円（0円） 

改 善 ・ 変 更 点 

様々なウォーキングが想定されるため、例年のように道路を歩くのではなく、ノルディックポールを使

用した山道のハードなコースで実施しました。 

実 績 評 価 

参加者は毎年 30 人前後と変わらないですが、様々なコースを企画することにより、ウォーキングへの

関心を高めることができ、日常的なスポーツの普及に貢献しています。 

妥当性 
健康志向の高まりから手軽な運動としてウォーキングへの関心は強く、高い市民ニーズがあり

ます。 

有効性 
ウォーキングを行うにあたり、必要最低限の知識を身につけることができます。 

効率性 
講習会をスポーツ課職員で行っており、コスト低減が図られています。 

今 後 の 課 題 ・ 取 組 み の 方 向 性 

交通手段として生涯学習バスを利用しているため参加人数の制限が発生しています。 

今後、より多くの市民に参加していただけるよう、魅力ある内容を検討していきます。 

評 価 員 評 価 

ウォーキングは幅広い層の方が一人でも行うことができる身近なスポーツであり、市民の健康維持・増

進のため、今後も多くの市民が参加できるよう努めていただきたい。 
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教育委員会事務点検評価シート 

Plan⑤ 未来の人材を育てる「施策27 する・みる・ささえるスポーツ活動を支援します」 

№ 事  業  名 課  名 

13 市民大会開催事業 スポーツ課 

事 業 の 目 的

広く市民が参加できる市民大会の開催を体育協会加盟34競技団体に委託することにより、競技スポー

ツの普及並びに健康増進に努めます。 

取 組 状 況 ( 前 年 度 数 値 )

体育協会に加盟する 34 競技団体に委託し、多くの市民が日頃の練習成果を発揮し、スポーツに親しむ

場を提供しています。 

○実施競技団体  34団体（35団体） 

○参加者数   31,935人（27,386人） 

決算額 7,964千円（7,516千円）<報償費、消耗品費、会場使用料等> 

改 善 ・ 変 更 点 

大会開催基準要綱の制定により、大会内容の標準化・適正化を図りました。 

実 績 評 価 

実施競技団体数が1減となったものの、参加者数は増加となりました。 

妥当性 

市民のニーズを満たし、日頃の練習成果を発揮する場を提供することで、スポーツ活動の意欲

を高めることにつながり、一宮市全域を対象とした市民向けスポーツ大会の開催は妥当性があ

ります。 

有効性 
競技によっては、一宮市全域を対象としたスポーツ大会は他には存在しないため、市民大会の

開催は有効です。 

効率性 
競技の実施を市内競技団体に委託しており、競技に精通した主管者によって効率的に大会が開

催できています。 

今 後 の 課 題 ・ 取 組 み の 方 向 性 

実施競技団体を増やし、大会内容を充実させるとともに、参加者数を増やしていけるよう努めていきま

す。 

評 価 員 評 価 

市民大会の開催は、市民の体力向上や健康増進につながり、広く市民がスポーツに親しむ絶好の機会で

あるため、継続開催していただきたい。 
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教育委員会事務点検評価シート 

Plan⑤ 未来の人材を育てる「施策27 する・みる・ささえるスポーツ活動を支援します」 

№ 事  業  名 課  名 

14 スポーツの普及・選手育成事業 スポーツ課 

事 業 の 目 的

体育協会加盟団体が実施する競技の普及・育成にかかる事業や上部大会に出場または好成績を収める目

的で行う選手強化事業に対し、補助を行い、スポーツの普及・選手育成を目指します。 

取 組 状 況 ( 前 年 度 数 値 )

当該競技の普及・育成にかかる事業や上部大会に出場または好成績を収める目的で行う選手強化事業を

行っています。補助金額は、補助対象経費の3分の2とし、上限は10万円です。 

○実施競技団体 32団体（31団体） 

○参加者数   5,479人と27チーム（6,145人） ※ H28年度はチーム数での報告なし 

決算額 2,770千円（2,803千円）<報償費、消耗品費、会場使用料等> 

改 善 ・ 変 更 点 

市内での普及・発展を目指し、補助対象事業の開催場所を明確にするため規定の一部を見直しました。

実 績 評 価 

様々な競技に関する普及・育成にかかる事業や選手強化事業を行うことにより、各競技の普及・発展に

つながりました。 

妥当性 
競技の普及・育成にかかる事業や選手強化事業の実施については、体育協会加盟団体から高い

ニーズがあります。 

有効性 
競技種目や競技団体について、それぞれより実情にあった有効的な事業を実施しています。 

効率性 
各競技に精通し経験豊富な人材を有する競技団体に委託し、効率的に事業が行われています。

今 後 の 課 題 ・ 取 組 み の 方 向 性 

体育協会加盟競技団体のうち、本事業を実施していない団体についても、競技の普及・育成のために実

施をするよう働きかけていきます。 

評 価 員 評 価 

競技スポーツの選手の育成・強化によってスポーツ振興を図ることは重要なことであるため、適切な運

用を心がけていただきたい。 
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教育委員会事務点検評価シート 

Plan① 健やかにいきる「施策2 安心して子育てができる環境をつくります」 

№ 事  業  名 課  名 

15 子育て支援ネットワーク事業 生涯学習課 

事 業 の 目 的

社会の中で孤立しがちな乳幼児を持つ親同士のネットワークづくりや、交流グループの育成・支援をす

ることで、近くに相談相手がいない親の育児に対する不安を軽くすることを目指します。 

取 組 状 況 ( 前 年 度 数 値 )

「フレッシュママ交流会」、「フレママひろば」、「ステップアップママひろば」、「ぴよぴよらんど」をボ

ランティアが企画運営し、親同士が自由に語り合える交流の場を提供するとともに、家庭教育について

の情報提供を行う事業を月に1～2回開催しています。 

○フレッシュママ交流会 <対象：第1子の0歳児とその母親> 

尾西庁舎・木曽川庁舎・子ども文化広場図書館 3箇所 

○フレママひろば <対象：0・1歳児とその親> 

宮西公民館・神山公民館など 11箇所 

○ステップアップママひろば <対象：2歳以上の未就園児とその親> 

丹陽公民館・北方公民館 2箇所 

○ぴよぴよらんど <対象：幼児とその親>     

大和公民館・尾西生涯学習センター 2箇所 

総参加者数 3,828組（3,862組） 

総開催数   240回（ 246回） 

決算額   968千円（946千円）

改 善 ・ 変 更 点 

「ぴよぴよらんど」を新たに大和公民館にも開設しました。 

実 績 評 価 

暦の関係で開催数が対前年比 6 回減となりましたが、全体の参加者数は 34 組の減にとどまり、子育て

ネットワーク事業の定着ができました。また親同士の交流に加え、子育てに関する専門的な知識を提供

する場を作り、家庭教育の推進を図ることができました。 

妥当性 
核家族化で育児に不安な親は増加しており、親同士の交流の場を提供することは、育児不安の

軽減に繋がります。 

有効性 
子育てネットワークを形成しながら、あわせて子育て経験のある先輩からのアドバイスを提供

することは、孤立しがちな親にとって重要な家庭教育になります。 

効率性 
子育てネットワーカーの協力により十分コスト削減は図られています。また、公民館等の公共

施設で開催することにより、会場使用料の負担なく事業が行えています。 

今 後 の 課 題 ・ 取 組 み の 方 向 性 

地域に密着した子育てネットワークを拡充するために、市内各地への展開を模索していきます。また、

各種事業をより充実したものにするために、家庭教育の観点から、親への情報提供に努めていきます。

評 価 員 評 価 

「フレッシュママ交流会」、「フレママひろば」、「ステップアップママひろば」、「ぴよぴよらんど」は、

乳幼児を持つ親の子育て支援に不可欠な事業です。今後も子育てネットワーカーとの連携・協力を進め

るとともに、開催場所を増やしたり、時代に即した子育て情報・家庭教育情報などを充実させて、子育

て支援課事業との差別化も図っていただきたい。 
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教育委員会事務点検評価シート 

№ 事  業  名 課  名 

16 各種女性団体指導者養成事業 生涯学習課 

事 業 の 目 的

地域女性団体連絡会加入の連区単位地域女性団体及び女性グループ連絡会加入の女性グループの指導

者を養成し、リーダーとしてより一層の資質向上の機会を提供します。

取 組 状 況 ( 前 年 度 数 値 )

女性指導者に必要な知識が得られる講座内容で、女性リーダー研修会を開催しました。 

○女性リーダー研修会 

  ・日 時  2月15日（木）午後1時30分～3時 

  ・講 師  菅田 芳恵 <社会保険労務士> 

  ・講演テーマ「地域活動を仕事や生き方に活かす」 

  ・会 場  尾西生涯学習センター  

  ・参加者数 40人<内一般参加者6人>（47人） 

  ・決算額  30千円（37千円） 

愛知県主催の女性教育指導者研修会へ地域女性団体連絡会より1名派遣しました。 

○女性教育指導者研修会 

  ・日 時 5月24日、6月7日、20日、7月7日、19日 午前10時～午後3時 

  ・会 場 愛知県生涯学習センター 

  ・決算額 6千円（6千円） 

改 善 ・ 変 更 点 

女性リーダー研修会の開催場所を、一宮市民会館大会議室から尾西生涯学習センター講堂に変更したこ

とにより、会場使用料の削減に努めました。 

実 績 評 価 

愛知県主催の女性教育指導者研修会へ、一宮市地域女性団体連絡会から派遣することにより、指導者と

しての意識向上や知識の習得機会を提供しました。 

妥当性 
社会で活躍する女性は時代とともに増えていますが、さらに指導者となる人材を養成すること

は、団体の活性化ならびに円滑な運営のために必要です。 

有効性 
女性教育指導者研修会への参加は、他市町の女性指導者との交流を通し、広い視野で学ぶこと

ができ、女性指導者の養成につながります。 

効率性 
女性リーダー研修会については、男女共同参画事業でも同様の研修会を開催しているため、本

事業では見直しを行い、次年度以降の開催を廃止することにしました。 

今 後 の 課 題 ・ 取 組 み の 方 向 性 

指導者を養成する研修会への参加を、一宮市地域女性団体連絡会より毎年1名ずつ推薦し、指導者とし

ての資質向上の習得機会を提供します。また、研修会の内容を各種女性団体へフィードバックする機会

を提供していきます。 

評 価 員 評 価 

女性の社会参画をより進展させるためには、女性指導者の資質向上となる研修の機会を設ける必要があ

ります。愛知県が主催する指導者向けの研修会へ、より多くの女性を派遣し、指導者となるべく女性が

増加していくよう検討していただきたい。 
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教育委員会事務点検評価シート 

№ 事  業  名 課  名 

17 国際交流協会事業 生涯学習課 

事 業 の 目 的

在住外国人と市民との交流事業や、外部講師による国際理解講座等を通じ、それぞれの国の言語、文化、

歴史等について学習する機会を提供したり、在住外国人が地域で市民と共に暮らすために必要な日本語

や生活知識などを学習する機会を提供したりすることにより、市の国際交流・国際化を推進します。 

取 組 状 況 ( 前 年 度 数 値 )

一宮市国際交流協会は、市の補助金等を活用し、在住外国人と市民が相互理解をより深められる事業や、

在住外国人が安心して暮らせるまちづくりを推進する事業を実施しています。 

○一宮市国際交流協会事業数及び参加者数 

・交流事業 国際交流市民フェスタ、スポーツ交流事業など5 事業 

・研修事業 国際理解セミナー、国際交流ボランティア育成セミナーなど6 事業 

・啓発・普及・多文化共生事業 日本語教室、放課後学習支援教室など8 事業 

合計 19 事業（20 事業）  参加者数 20,967人（19,127人） 

決算額 5,241千円（6,091千円） 

改 善 ・ 変 更 点 

平成29年度から、国際文化交流活動への助成を行う東海テレビ国際基金の助成金(20万円)を受けたり、

28 年度から、愛知県国際交流協会の日本語学習支援事業助成金(48 万円)を受けたりするなど、自主財

源の確保に努めました。 

実 績 評 価 

一宮市国際交流協会事業への参加者数は 20,000 人を超えました。一般的に事業経費の多くを占める人

件費も、180 人を超える登録ボランティアの協力により事業を展開していますので、毎週土曜・日曜に

開催される外国人向け無料日本語教室などを実施しながらも、効率よく運営することができました。 

妥当性 
平成29年度末の在住外国人数は5,814人で、3年前に比べて856人、率にして17.3%増加して

おり、今後とも市の国際化を推進する必要性は高く、国際交流協会の活動は妥当です。 

有効性 
国際交流協会の事業は、登録されている親善ボランティアが中心となって運営されています。

市民自らが国際交流を推進することは、市の国際化において有効な活動です。 

効率性 
ボランティアの協力により事業を推進しているため、十分コスト削減は図られています。 

今 後 の 課 題 ・ 取 組 み の 方 向 性 

今後ますます増加することが予想される在住外国人の状況から、一般市民と外国人が共に同じ立場で暮

らすことのできる「多文化共生社会」の構築に向けた事業をより一層展開する必要があります。今後も

国際交流協会の活動を通して、国際交流や国際理解の推進とともに、外国人が暮らしやすい社会を構築

するため、各事業をさらに充実するよう努めていきます。 

評 価 員 評 価 

市の国際化の中心的な役割を果たしている一宮市国際交流協会が実施する各種事業は、市民の国際交流

や国際理解の促進だけでなく、在住外国人が安心して暮らせるまちづくりを推進するためにも必要不可

欠な事業です。国際交流協会は多くの事業を展開しながらも、ボランティアの協力などで事業の効率性

も高く、補助金を有効活用している点は評価できます。今後も、国際交流や国際理解の推進とともに、

在住外国人との「多文化共生社会」を目指した事業を充実するよう事業を継続していただきたい。 
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教育委員会事務点検評価シート 

№ 事  業  名 課  名 

18 尾西生涯学習センター運営事業 生涯学習課 

事 業 の 目 的

生涯学習の拠点施設として、各種講座を開催して学習意欲を高めるとともに、研修室やホール・講堂 

などを広く市民に貸し出すことで、市民の生涯学習の機会と場を提供します。 

取 組 状 況 ( 前 年 度 数 値 )

各種講座の開催や施設の貸し出しなどを行い、市民の生涯学習活動を推進しています。 

 ○生涯学習講座 

  ・内 容  語学講座（英語・韓国語）、パソコン（入門・ワード・エクセル等）、料理（家庭料理・

男の料理・パンとお菓子等）、芸術（いけばな・水彩画・書道）、実技（フラワーアレ

ンジメント・手芸）の各種講座を開催しました。 

  ・講座数  20講座（20講座） 

  ・受講者数 延べ2,717人（3,102人） 

 ○研修室等の貸し出し 

  ・貸館利用者数 延べ114,700人（130,103人） ※ H28年度は西館利用39,883人を含む 

 ○参考事業 <尾西公民館文化祭の開催> 

  ・内 容  尾西地区公民館活動の自主グループとして、尾西生涯学習センターで活動している 

グループの芸能等のステージ発表、絵画や書などの展示発表、茶道の実技発表 

  ・開催日  平成29年11月11日（土）、12日（日） 

決算額 84,967千円（143,585千円） 

改 善 ・ 変 更 点 

隔年開催としている「茶道講座」を「いけばな講座」に変更しました。また、平成 28 年度末をもって

老朽化のため「尾西生涯学習センター西館」を閉館して、「講堂」の供用を開始しました。 

実 績 評 価 

講座数の変更はありませんが、延べ受講者数は前年度より385人の減となりました。 

研修室等の利用状況は延べ 11 万人以上の利用があり、生涯学習の場の提供に大きな役割を果すことが

できました。 

妥当性 
市民が知識や教養を高めるために、学習の機会や場の充実が求められており、この事業の果た

す役割は重要です。 

有効性 
地域住民に生涯学習の場を提供することにより、多様化する学習需要への対応を図っていま

す。 

効率性 
講座の開催にあたっては、講座内容や講師を検討するなど、限られた予算で最大の効果を生む

べく努力をしています。 

今 後 の 課 題 ・ 取 組 み の 方 向 性 

今後も随時、講座内容や講師を検討し、充実した内容の講座の提供に努めていきます。また、研修室等

の貸し出しにおいては、施設の保守・保全を行い、生涯学習の場の提供に努めていきます。 

評 価 員 評 価 

多様な世代のニーズに応えた講座、機会や場所の充実を望む声が高まっています。引き続き、魅力ある

内容の講座を提供するとともに、生涯学習の場の提供に努めていただきたい。 
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教育委員会事務点検評価シート 

Plan⑤ 未来の人財を育てる「施策25 学校教育施設を整備します」 

Management① 人を呼び込む～ｼﾃｨﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ～「施策1 子育て世代に選ばれるまちをつくります」 

№ 事  業  名 課  名 

19 学校施設環境改善事業 総務課 

事 業 の 目 的

市内小中学校施設の整備を適切に進めるため、「一宮市公立学校等施設整備計画（平成26年度～平成28

年度）」を策定し、普通教室に空調設備を整備するなど、計画的に大規模改造による教育環境の質的な

向上及び防災機能強化を推進します。 

取 組 状 況 ( 前 年 度 数 値 )

〇大規模改造 <老朽>     〇大規模改造 <法令等>    〇大規模改造 <老朽> エコ改修 

 ・小学校  1校（0校）  ・小学校  2校（0校）   ・小学校  13校（0校） 

 ・中学校   1校（0校）  ・中学校  2校（0校） 

〇大規模改造 <空調>     〇大規模改造 <トイレ>    〇防災機能強化 

 ・小学校  2校（0校）   ・小学校  3校（5校）  ・小学校  11校（9校） 

 ・中学校  19校（0校）  ・中学校   2校（5校） 

決算額 2,108,850千円（399,910千円） 

※「老朽」… 建築後20年以上経過したものについて建物全体を改造する工事 

「法令等」… 法令又は条例に合致していない既存学校施設を関係法令に適合させるための工事 

「エコ改修」… 高効率型（LED）照明設備を導入する工事 

「防災機能強化」… ガラスの破損・落下防止工事及び天井器具の落下防止工事 

改 善 ・ 変 更 点 

従前より取り組んでいた教育環境の質的な向上及び非構造部材の耐震化に加えて、1 年を通じて児童生

徒が安全で快適な学校生活を送り、集中して学習できる環境を整えるため、普通教室への空調設備の整

備に着手しました。 

実 績 評 価 

校舎内全てのトイレにおいて洋式化率が50％以上となった学校が56校に、屋内運動場等の大規模空間

における非構造部材の耐震化が終了した学校が39校となりました（全61校中）。 

また、中学校の普通教室と音楽室に空調設備を整備しました。 

妥当性 

家庭において洋式トイレが普及したことにより洋式化率の向上が、また、災害発生時に備え非

構造部材の耐震化の早期完了が、加えて、近年の猛暑などから空調設備の整備が、それぞれ求

められています。 

有効性 
トイレの洋式化、空調設備の整備等の質的向上及び非構造部材の耐震化により、児童生徒が学

校生活を送る環境の改善につながります。 

効率性 
学校施設環境改善交付金及び合併特例債を有効に活用し、一般財源の縮減に努めています。 

今 後 の 課 題 ・ 取 組 み の 方 向 性 

小学校の普通教室等への空調設備の整備やトイレの洋式化をはじめとした教育環境の質的な向上及び

非構造部材の耐震化に加えて、老朽化した施設が増加する中で更新・維持のための経費増加が見込まれ

るため、個別施設計画（長寿命化計画）を策定し、効率的・効果的な老朽施設の再生によりトータルコ

ストの縮減と予算の平準化を図る必要があります。 

評 価 員 評 価 

災害時に避難所となる施設については、非構造部材の耐震化により安全性を確保するとともに、今後も

児童生徒が快適な学校生活を過ごせるよう、個別施設計画の策定により効率的に環境改善に努めていた

だきたい。また、小学校の全ての普通教室と音楽室への空調設備の整備を遅滞なく完了されたい。 
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(実施しなかった場合）

事業単位
建物
区分

構造
区分

全事業期間
（契約～完成）

未実施の理由・今後の対応予定等

宮西小学校 （２） 36 防災機能強化 校 Ｒ H28.7～H28.9 H28.9.21 採択されなかったため単費にて実施

宮西小学校 （２） 36 防災機能強化 屋 Ｓ H29.7～H29.10 H29.10.4 補助要件を満たさなかったため単費にて実施

宮西小学校 （４） 06 大規模改造（老朽：エコ改修） 屋 Ｓ H29.7～H29.10 H29.10.4

大志小学校 （２） 36 防災機能強化 校 Ｒ H28.7～H28.9 H28.9.20 採択されなかったため単費にて実施

葉栗小学校 （４） 07 大規模改造（トイレ） 校 Ｒ H28.7～H28.9 H28.9.23 採択されなかったため単費にて実施

西成小学校 （２） 36 防災機能強化 屋 Ｓ H28.11～H29.1 H29.1.6

瀬部小学校 （４） 07 大規模改造（トイレ） 校 Ｒ H28.7～H28.9 H28.9.26 採択されなかったため単費にて実施

瀬部小学校 （４） 06 大規模改造（老朽：エコ改修） 屋 Ｓ H29.7～H29.9 H29.9.15

浅野小学校 （４） 07 大規模改造（トイレ） 校 Ｒ H28.6～H28.10 H28.10.27 採択されなかったため単費にて実施

浅野小学校 （４） 06 大規模改造（老朽：エコ改修） 屋 Ｓ H29.12～H30.2 H30.2.7

丹陽小学校 （４） 06 大規模改造（老朽：エコ改修） 屋 Ｓ H29.6～H29.10 H29.10.16

丹陽小学校 （２） 36 防災機能強化 屋 Ｓ H29.6～H29.10 H29.10.16 補助要件を満たさなかったため単費にて実施

丹陽西小学校 （４） 06 大規模改造（老朽：エコ改修） 屋 Ｓ H29.7～H29.10 H29.10.3

丹陽南小学校 （２） 36 防災機能強化 校 Ｒ H28.7～H28.9 H28.9.15 採択されなかったため単費にて実施

浅井南小学校 （２） 36 防災機能強化 屋 Ｓ H28.10～H29.2 H29.2.10 補助要件を満たさなかったため単費にて実施

北方小学校 （４） 06 大規模改造（老朽：エコ改修） 屋 Ｓ H29.7～H29.12 H29.12.19

北方小学校 （２） 36 防災機能強化 屋 Ｓ H29.7～H29.12 H29.12.19 補助要件を満たさなかったため単費にて実施

大和東小学校 （４） 06 大規模改造（老朽：エコ改修） 屋 Ｓ H29.11～H30.2 H30.2.16

大和東小学校 （２） 36 防災機能強化 屋 Ｓ H29.11～H30.2 H30.2.16 補助要件を満たさなかったため単費にて実施

備考
（改築事業は、旧施設の
とりこわし時期を明記）

学校等の名称 目標
事業
区分

整備方針

事業完了
年月日

施設整備計画　事後評価シート（個別票）

-
 
2
2
 
-



(実施しなかった場合）

事業単位
建物
区分

構造
区分

全事業期間
（契約～完成）

未実施の理由・今後の対応予定等

大和西小学校 （２） 36 防災機能強化 屋 Ｒ H27.7～H28.1 H28.1.21

大和西小学校 （２） 36 防災機能強化 校 Ｒ H29.7～H29.9 H29.9.29 補助要件を満たさなかったため単費にて実施

今伊勢小学校 （２） 36 防災機能強化 屋 ＲＳ H28.10～H29.2 H29.2.1

奥小学校 （４） 06 大規模改造（老朽：エコ改修） 屋 Ｓ H29.7～H29.10 H29.10.17

奥小学校 （２） 36 防災機能強化 屋 Ｓ H29.7～H29.10 H29.10.17

萩原小学校 （４） 06 大規模改造（老朽：エコ改修） 屋 Ｓ H29.7～H29.10 H29.10.16

萩原小学校 （４） 07 大規模改造（トイレ） 屋 Ｓ H29.7～H29.10 H29.10.16

萩原小学校 （２） 36 防災機能強化 屋 Ｓ H29.7～H29.10 H29.10.16 補助要件を満たさなかったため単費にて実施

中島小学校 （４） 07 大規模改造（トイレ） 校 Ｒ H28.6～H28.9 H28.9.23 採択されなかったため単費にて実施

千秋小学校 （４） 06 大規模改造（老朽：エコ改修） 屋 Ｓ H29.11～H30.1 H30.1.29

千秋小学校 （２） 36 防災機能強化 屋 Ｓ H29.11～H30.1 H30.1.29 補助要件を満たさなかったため単費にて実施

千秋南小学校 （４） 07 大規模改造（トイレ） 校 Ｒ H28.7～H28.9 状態良好のため見送り

富士小学校 （２） 36 防災機能強化 校 Ｒ H28.12～H29.3 H29.3.21

末広小学校 （４） 07 大規模改造（空調） 校 Ｒ H29.5～H30.2 H30.2.1

末広小学校 （４） 07 大規模改造（法令等） 校 Ｒ H29.5～H30.2 H30.2.1

千秋東小学校 （４） 06 大規模改造（老朽：エコ改修） 屋 Ｓ H29.11～H30.1 H30.1.15

千秋東小学校 （２） 36 防災機能強化 屋 Ｓ H29.11～H30.1 H30.1.15 補助要件を満たさなかったため単費にて実施

起小学校 （２） 36 防災機能強化 屋 Ｒ H28.11～H29.2 H29.2.2

三条小学校 （４） 06 大規模改造（老朽：エコ改修） 屋 Ｒ H29.11～H30.1 H30.1.25

三条小学校 （４） 07 大規模改造（トイレ） 校 Ｒ H29.6～H29.10 H29.10.31

三条小学校 （２） 36 防災機能強化 屋 Ｒ H29.11～H30.1 H30.1.25 補助要件を満たさなかったため単費にて実施

学校等の名称 目標
事業
区分

整備方針

事業完了
年月日

備考
（改築事業は、旧施設の
とりこわし時期を明記）

-
 
2
3
 
-



(実施しなかった場合）

事業単位
建物
区分

構造
区分

全事業期間
（契約～完成）

未実施の理由・今後の対応予定等

朝日東小学校 （４） 07 大規模改造（トイレ） 校 Ｒ H28.6～H28.10 使用頻度が少ないため見送り

朝日東小学校 （２） 36 防災機能強化 屋 Ｒ H28.11～H29.1 H29.1.30

大徳小学校 （４） 06 大規模改造（老朽：エコ改修） 屋 Ｒ H29.7～H29.11 H29.11.20

大徳小学校 （２） 36 防災機能強化 屋 Ｒ H29.7～H29.11 H29.11.20

黒田小学校 （２） 36 防災機能強化 屋 Ｓ H27.7～H28.1 H28.1.27

木曽川西小学校 （２） 36 防災機能強化 屋 ＲＳ H27.10～H28.3 H28.3.1

木曽川西小学校 （４） 06 大規模改造（老朽） 校 Ｒ H29.7～H30.1 H30.1.9

木曽川西小学校 （４） 07 大規模改造（空調） 校 Ｒ H29.7～H30.1 H30.1.9 補助要件を満たさなかったため単費にて実施

木曽川西小学校 （４） 07 大規模改造（トイレ） 校 Ｒ H29.7～H30.1 H30.1.9

木曽川西小学校 （４） 07 大規模改造（法令等） 校 Ｒ H29.7～H30.1 H30.1.9

木曽川東小学校 （２） 36 防災機能強化 屋 ＲＳ H26.11～H27.3 H27.3.12

木曽川東小学校 （４） 07 大規模改造（トイレ） 校 Ｒ H28.6～H28.9 H28.9.20 採択されなかったため単費にて実施

北部中学校 （２） 36 防災機能強化 屋 Ｒ H27.11～H28.2 H28.2.29

北部中学校 （２） 36 防災機能強化 校 Ｒ H27.11～H28.2 H28.2.29

北部中学校 （４） 07 大規模改造（トイレ） 校 Ｒ H28.6～H28.9 H28.9.27 採択されなかったため単費にて実施

北部中学校 （４） 07 大規模改造（空調） 校 Ｒ H29.5～Ｈ29.12 H29.12.8

中部中学校 （２） 36 防災機能強化 屋 Ｒ H27.8～H28.2 H28.2.15

中部中学校 （２） 36 防災機能強化 校 Ｒ H27.8～H28.2 H28.2.15

中部中学校 （４） 07 大規模改造（空調） 校 Ｒ H29.5～Ｈ29.11 H29.11.17

南部中学校 （２） 36 防災機能強化 屋 ＲＳ H27.9～H28.3 H28.3.24

南部中学校 （４） 07 大規模改造（空調） 校 Ｒ H29.5～Ｈ29.12 H29.12.5

整備方針

事業完了
年月日

備考
（改築事業は、旧施設の
とりこわし時期を明記）

学校等の名称 目標
事業
区分

-
 
2
4
 
-



(実施しなかった場合）

事業単位
建物
区分

構造
区分

全事業期間
（契約～完成）

未実施の理由・今後の対応予定等

葉栗中学校 （２） 36 防災機能強化 屋 Ｒ H26.11～H27.3 H27.3.4

葉栗中学校 （４） 07 大規模改造（トイレ） 校 Ｒ H28.6～H28.9 H28.9.20 採択されなかったため単費にて実施

葉栗中学校 （４） 07 大規模改造（空調） 校 Ｒ H29.5～Ｈ29.11 H29.11.20

西成中学校 （２） 36 防災機能強化 屋 Ｒ H27.7～H27.11 H27.11.20

西成中学校 （４） 07 大規模改造（空調） 校 Ｒ H29.5～Ｈ29.12 H29.12.8

丹陽中学校 （２） 36 防災機能強化 屋 Ｒ H27.7～H27.11 H27.11.18

丹陽中学校 （４） 07 大規模改造（空調） 校 Ｒ H29.5～Ｈ29.12 H29.12.11

浅井中学校 （２） 36 防災機能強化 屋 Ｒ H27.7～H27.11 H27.11.12

浅井中学校 （４） 07 大規模改造（空調） 校 Ｒ H29.5～Ｈ29.11 H29.11.29

浅井中学校 （４） 07 大規模改造（法令等） 校 Ｒ H29.5～Ｈ29.11 H29.11.9

北方中学校 （２） 36 防災機能強化 屋 Ｒ H27.10～H28.2 H28.2.29

北方中学校 （４） 07 大規模改造（トイレ） 校 Ｒ H28.6～H28.9 H28.9.15 採択されなかったため単費にて実施

北方中学校 （４） 07 大規模改造（空調） 校 Ｒ H29.5～Ｈ29.10 H29.10.31

大和中学校 （２） 36 防災機能強化 屋 Ｒ H27.10～H28.2 H28.2.22

大和中学校 （４） 07 大規模改造（トイレ） 校 Ｒ H28.6～H28.10 H28.10.26 採択されなかったため単費にて実施

大和中学校 （４） 07 大規模改造（空調） 校 Ｒ H29.5～Ｈ29.12 H29.12.13

今伊勢中学校 （２） 36 防災機能強化 屋 Ｒ H26.11～H27.3 H27.3.2

今伊勢中学校 （４） 07 大規模改造（空調） 校 Ｒ H29.5～Ｈ29.11 H29.11.28

奥中学校 （２） 36 防災機能強化 屋 Ｒ H26.11～H27.3 H27.3.3

奥中学校 （４） 07 大規模改造（トイレ） 校 Ｒ H28.6～H28.10 H28.10.27 採択されなかったため単費にて実施

奥中学校 （４） 07 大規模改造（空調） 校 Ｒ H29.5～Ｈ29.11 H29.11.28

学校等の名称 目標
事業
区分

整備方針

事業完了
年月日

備考
（改築事業は、旧施設の
とりこわし時期を明記）

-
 
2
5
 
-



(実施しなかった場合）

事業単位
建物
区分

構造
区分

全事業期間
（契約～完成）

未実施の理由・今後の対応予定等

萩原中学校 （２） 36 防災機能強化 屋 Ｒ H27.7～H27.11 H27.11.11

萩原中学校 （４） 07 大規模改造（空調） 校 Ｒ H29.5～Ｈ29.12 H29.12.13

千秋中学校 （２） 36 防災機能強化 屋 Ｒ H26.11～H27.3 H27.3.2

千秋中学校 （４） 07 大規模改造（空調） 校 Ｒ H29.5～Ｈ29.11 H29.11.29

千秋中学校 （４） 07 大規模改造（トイレ） 校 Ｒ H29.6～Ｈ29.10 H29.10.31

西成東部中学校 （２） 36 防災機能強化 屋 Ｒ H26.11～H27.3 H27.3.10

西成東部中学校 （４） 07 大規模改造（トイレ） 校 Ｒ H27.6～Ｈ27.10 H27.10.27 採択されなかったため単費にて実施

西成東部中学校 （４） 07 大規模改造（空調） 校 Ｒ H29.5～Ｈ29.12 H29.12.11

大和南中学校 （２） 36 防災機能強化 屋 Ｒ H26.11～H27.3 H27.3.10

大和南中学校 （４） 07 大規模改造（空調） 校 Ｒ H29.5～Ｈ29.10 H29.10.30

尾西第一中学校 （２） 36 防災機能強化 屋 Ｒ H27.10～H28.3 H28.3.9

尾西第一中学校 （４） 07 大規模改造（空調） 校 Ｒ H29.5～Ｈ29.12 H29.12.7

尾西第二中学校 （２） 36 防災機能強化 屋 Ｒ H26.11～H27.3 H27.3.6

尾西第二中学校 （４） 07 大規模改造（空調） 校 Ｒ H29.5～Ｈ29.12 H29.12.7

尾西第三中学校 （２） 36 防災機能強化 屋 Ｒ H27.10～H28.3 H28.3.15

尾西第三中学校 （４） 07 大規模改造（空調） 校 Ｒ H29.5～Ｈ29.11 H29.11.17

木曽川中学校 （２） 36 防災機能強化 屋 Ｒ H27.11～H28.3 H28.3.7

木曽川中学校（Ⅰ期工事） （４） 07 大規模改造（老朽） 校 Ｒ H29.5～Ｈ29.12 H29.12.12

木曽川中学校 （４） 07 大規模改造（空調） 校 Ｒ H29.5～Ｈ29.12 H29.12.12

木曽川中学校 （４） 07 大規模改造（トイレ） 校 Ｒ H29.5～Ｈ29.12 H29.12.12

木曽川中学校 （４） 07 大規模改造（法令等） 校 Ｒ H29.5～Ｈ29.12 H29.12.12 補助要件を満たさなかったため単費にて実施

大宮公園弓道場 （２） 28 社会体育施設耐震化 - Ｒ H27.6～H27.11 H27.11.5

学校等の名称 目標
事業
区分

整備方針

事業完了
年月日

備考
（改築事業は、旧施設の
とりこわし時期を明記）

-
 
2
6
 
-



教育委員会事務点検評価シート 

Plan⑤ 未来の人材を育てる「施策28 歴史・文化に親しめる環境を整えます」 

№ 事  業  名 課  名 

20 博物館展示事業 博物館事務局 

事 業 の 目 的

一宮市に関連する考古･美術工芸・民俗資料等を中心に一般公開する常設展のほか、地域にかかわりの

あるテーマなどを設けて展覧会を開催し、市民文化の向上及び学術発展を目指します。 

取 組 状 況 ( 前 年 度 数 値 )

常設展示のほか、特別展1回、企画展ほか6回を開催しました。 

○企画展「新収蔵品展」 

 期間 6月 3日(土)～7月 9日(日) 32日間  入館者数 1,263人（2,280人） 

○夏季小展示「なんで穴があいてるの？」 

 期間 7月15日(土)～8月27日(日) 38日間  入館者数 4,392人（4,739人） 

○企画展「2017 一宮美術作家協会展」 

 期間 9月 2日(土)～9月17日(日) 14日間  入館者数 1,551人（1,400人） 

○企画展「一宮写真協会選抜写真展」 

 期間 9月21日(木)～10月1日(日) 10日間  入館者数   993人（1,294人） 

○特別展「没後60年 川合玉堂 移ろう四季と人々の暮らし」 

 ・博物館 期間 10月14日(土)～11月26日(日) 37日間 入館者数 5,097人（2,821人） 

 ・玉堂記念木曽川図書館 期間 10月14日(土)～22日(日)、11月1日(水)～8日(水) 15日間 

入館者数 1,010人（ －  ） 

○企画展「2017 一宮市現代作家美術秀選展」 

 期間 12月 2日(土)～12月17日(日) 14日間  入館者数 1,469人（1,636人） 

○企画展「くらしの道具～昔の遊び・今の遊び～」 

 期間  1月13日(土)～ 3月11日(日) 50日間  入館者数 7,136人（6,492人） 

決算額 14,541千円（16,297千円）  展覧会入館者数 22,911人（20,662人） 

改 善 ・ 変 更 点 

夏季小展示と企画展「くらしの道具」の期間中に子ども向けの催し物を多数開催することで、親子での

来館を促進しました。また、平成29年度は特別展を玉堂記念木曽川図書館でも開催しました。 

実 績 評 価 

節目の年に特別展を開催することで、一宮市出身の日本画家･川合玉堂について関心を高めることがで

きました。また、夏休みや冬休みに子ども向けの催し物を開催し、開催中の企画展や常設展について興

味をもってもらうことができました。 

妥当性 
いずれの展覧会も、一宮市にかかわりのある画家（川合玉堂）や発掘品（「なんで穴があいて

るの？」)、民俗資料（「くらしの道具」）を紹介しており、地域の文化に資する内容でした。

有効性 
地元出身で日本画家として著名な川合玉堂を紹介することで市外からの来館者も多く得ると

ともに、子どもを含め幅広い世代に地域の文化を知る機会を提供することができました。 

効率性 
業者に委託する予算も減額される中、パート職員やボランティアに助けを借りて、効率的に開

催することができました。 

今 後 の 課 題 ・ 取 組 み の 方 向 性 

分野の異なる複数の学芸員が展覧会を担当できる体制にし、地域の歴史を多様な面から紹介する必要が

あります。また、子ども向けの催し物等をより多く開催し、幅広い層の入館者の増加に努めます。 

評 価 員 評 価 

今後も地域の人々が興味・関心を持てるような企画・展示で、郷土を中心とした歴史や文化の発信に努

めていただきたい。 
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教育委員会事務点検評価シート 

Plan⑤ 未来の人材を育てる「施策28 歴史・文化に親しめる環境を整えます」 

№ 事  業  名 課  名 

21 歴史民俗資料館別館旧林家住宅活用事業 博物館事務局 

事 業 の 目 的

資料館本館及び別館を維持し収蔵資料を適正に管理する一環として、別館国登録有形文化財旧林家住宅

を耐震補強整備し、庭園とともに美濃路起宿のこれからの活動・活用の拠点として長く維持管理します。

取 組 状 況 ( 前 年 度 数 値 )

平素は建物・庭園を美しく維持し、結婚式前撮り撮影などのために市民に貸し出しています。紅葉の時

期にはもみじまつりを開催し、市内外から多くの方々に来館していただくとともに、市民の発表の場を

設けています。 

〇開館日数 304日（301日） 

〇入館者数 26,767人（21,606人） 

〇事業  ・もみじまつり 2,501人（2,038人） 

          ・貸出 小会議室90件 全体21件（小会議室85件 全体66件） 

決算額 701千円（635千円） 

旧林家住宅をより安全に管理し有効に活用するため、国庫補助事業として耐震補強整備のための実

施設計をしました。また、庭園のより高い評価を目指し、国庫補助事業として測量・調査を実施し

ました。 

〇旧林家住宅耐震補強工事実施設計業務

〇旧林家住宅庭園測量業務・旧林家住宅庭園調査業務 

決算額 17,966千円（2,267千円） 

改 善 ・ 変 更 点 

建物だけでなく、国庫補助事業として庭園の測量・調査を実施し、建物・庭園ともに優良な文化財とし

ての価値付けができるよう、報告書の作成や専門家の招聘など普及活動とともに実施しました。 

実 績 評 価 

新聞・雑誌等による紹介、来館者による普及によって、一宮市内だけでなくより広い地域からの来館者

が増えました。また、庭園整備により、庭園の評価が高くなりました。 

妥当性 
一宮市が保有する国登録有形文化財である大正・昭和初期の建物・庭園の整備は、市民が将来

にわたって活用できる妥当な事業です。 

有効性 
伝統文化を大切にし、歴史や文化を体感する場として活用するための施設整備、管理・活用準

備により、より多くの幅広い世代の市民の利用に供することが可能になります。 

効率性 
整備等は国庫補助事業として実施し、市の負担を軽減しています。管理・活動においては、最

低限の人数で、自主事業として実施しています。 

今 後 の 課 題 ・ 取 組 み の 方 向 性 

耐震補強整備工事を滞りなく終了し、平成31 年 6 月 8 日の再開館を目指します。開館後は、美濃路起

宿でのさまざまな活動の拠点となり、市民には誇りを、市外から訪れる来訪者には一宮市の歴史と文化

の玄関として、より開かれた多様な活動を目指します。 

評 価 員 評 価 

文化財を将来にわたって保存していくために、市民の文化活動に活用し広く普及するとともに、観光振

興に欠かせない文化資源として、市民や国内からの来訪者だけでなく、海外の人々に向けて情報を発信

し、日本の歴史や文化の普及に努めていただきたい。 
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教育委員会事務点検評価シート 

Plan⑤ 未来の人材を育てる「施策28 歴史・文化に親しめる環境を整えます」 

№ 事  業  名 課  名 

22 美術館展示事業 博物館事務局 

事 業 の 目 的

一宮市民をはじめ、広く美術作品を鑑賞してもらうため、コレクション展（常設展）、特別展や企画展

などを開催し、市民文化の向上を目指します。 

取 組 状 況 ( 前 年 度 数 値 )

年 4 回の展示替えによる常設展のほか、特別展2 回、企画展1 回を開催しました。 

〇常設展「三岸節子 永遠に咲く花」（4月4日～6月25日）              1,636人（1,322人） 

〇常設展「三岸節子 色彩のきらめき」（7月1日～9月18日）             6,627人（   －  ） 

〇常設展「三岸節子 ヨーロッパへのいざない」（9月23日～1月14日）   5,358人（   －  ） 

〇常設展「三岸節子 マチエールの魅力」（1月16日～4月15日）           5,003人（3,732人） 

〇特別展「丸木スマ展 おばあちゃん画家の夢」（7月1日～8月13日）      5,371人 

〇特別展「名品と出会う 企業コレクションによる日本近代洋画展」（9月23日～11月12日） 

          4,266人（   －  ） 

〇企画展「フジイフランソワ展 はなから さらさら きにならぬ」（2月3日～3月4日） 

4,341人（1,476人） 

決算額 28,480千円（8,173千円） 

改 善 ・ 変 更 点 

若い世代や子育て世代にも親しんでもらえるよう、情報発信にSNSを活用したり、ロビーにキッズコー

ナーや子どもを対象にした質問ポストを設置しました。 

実 績 評 価 

若年層の来館が増加し、SNSを通じて情報が拡散するなどした結果、平成27年度（平成28年度は6月

13日～11月30日まで工事のため長期休館）に比べ来館者数が1,564人（11.25％）増加しました。 

妥当性 
質の高い芸術を味わいたいという市民ニーズは普遍的にあり、公立美術館にふさわしい事業と

いえます。 

有効性 
一宮市民をはじめとする、幅広い世代に芸術を鑑賞してもらうことにより、市民の文化及び教

養の向上につながります。 

効率性 
美術作品を取り扱う性質上、輸送・展示・警備・広報物の印刷等の業務には専門業者が不可欠

でありコスト低減は困難ですが、事務改善などにより効率的な事業運営に努めています。 

今 後 の 課 題 ・ 取 組 み の 方 向 性 

今後も三岸節子にゆかりのある特別展や、愛知県出身の画家や女性画家を扱った企画展など、当館なら

ではの企画立案に努めていきます。また、来館者アンケートやSNS等から、美術館に求められる市民ニ

ーズを常に収集し、時代に合った事業を実施する必要があります。 

評 価 員 評 価 

地域の文化のシンボルである美術館は生涯学習の場としても重要な位置を占めています。今後も質の高

い芸術作品を展示するとともに、SNS を活用した情報発信や双方向的なプロモーション等により若年層

や子どもたちにも興味を持ってもらい、さらに充実した展覧会を開催していただきたい。 
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まとめ 

学識経験者による評価（外部評価） 

各事業については、適切に評価（内部点検・内部評価）され、定型の作業にとどま

ることなく改善されており、全体的に事業が順調に実施されていると受け止めます。

なかでも取組状況・実績評価から事業の目的に沿った今後の課題や取組みの方向性が

前向きに設定されており、各事業がより良い方向に推進されていくと推察します。 

今後の事業が、優先度や緊急性を勘案しつつ、確かな目標の達成に向けて効果的・

効率的に実施されると共に、市民のニーズを反映した一宮市らしい教育行政をさらに

進めるための方策となることを望みます。 

Ⅲ 参考資料 

１．一宮市教育委員会事務点検評価員設置要綱

（設置） 

第１条 この要綱は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条に定める、

一宮市教育委員会（以下「教育委員会」という。）の権限に属する事務の管理及び

執行の状況についての点検及び評価を行うため、一宮市教育委員会事務点検評価員

（以下「評価員」という。）を設置することを目的とする。 

（所掌事務） 

第２条 評価員は、教育委員会の管理及び執行する事務について、議会への提出及び

公表する際に必要な点検及び評価を行う。 

２ 評価員が行う点検及び評価は、意見書として教育委員会に提出するものとする。 

（評価員の委嘱） 

第３条 評価員は、教育に関し学識経験を有するもののうちから教育委員会が委嘱す

る者５名以内とする。 

（任期） 

第４条 評価員の任期は、１年以内とし、この要綱に基づき委嘱する日から点検及び

評価の議会への提出日及び公表日までとする。 

（組織） 

第５条 評価員の会議には、評価員の中から代表者を１人置く。 

２ 代表者は会務を総理する。 

（会議） 

第６条 評価員の会議は、教育長が招集する。 
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（評価員の責務） 

第７条 評価員は、公正かつ公平に点検及び評価を行わなければならない。 

２ 評価員は、点検及び評価の過程において知り得た情報を公表してはならない。

ただし、教育委員会及び評価員の会議が公表した情報については、この限りでは

ない。 

（庶務） 

第８条 評価員の会議の庶務は、教育文化部総務課が処理する。 

（雑則） 

第９条 この要綱に定めるもののほか、評価員の会議の運営に関し必要な事項は、教

育委員会が別に定める。 

附 則 

この要綱は、平成２０年１０月１５日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成２７年４月１日から施行する。 

- 31 -


